
都市計画の案を作成するための基本方針（案）についての
意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解（案）並びに

都市計画基本方針の決定について

資料２



1

件数分 類
１ 都市計画の目的及び内容に関する意見

2（１） 都市計画の目的について
7（２） 都市計画の概略の案について
3（３） 留意事項・配慮事項について

２ その他
2（１） 事業等について

14件（意見書6通）合 計

■ 基本方針（案）に対して、住民の方々から6通の意見書を受理しました。
■ 意見書の要旨をとりまとめ、下表の分類にて整理しました。意見書の要旨の数は14件となっています。

２－１．都市計画の基本方針（案）についての意見書の要旨及び見解（案）



2２－１．都市計画の基本方針（案）についての意見書の要旨及び見解（案）

１ 都市計画の目的及び内容に関する意見
（１）都市計画の目的について ・・・ 2件

都市計画決定権者の見解（案）意見書の要旨項目番号
名古屋三河道路は、知多都市計画区域マスタープラン及
び西三河都市計画区域マスタープランにおける、「衣浦港や
境川周辺の渋滞を緩和するとともに、知多地域と西三河地
域の連携を強化し、両地域の産業集積と生産性の向上を
図るための広域的な東西軸」「災害に強い道路網の形成」を
担う道路としての役割を果たします。また、通過交通が本道
路へ転換することで、一般道路の交通安全対策にも寄与す
る道路としての役割も果たします。
引き続き、関係機関等と調整を十分に行い、都市計画

及び環境影響評価手続を実施してまいります。

次期工業団地造成計画がある今、阿久比町草木地区の
産業強化、交通渋滞対策、住民の安全・安心及び南海トラ
フ巨大地震に備えた防災に寄与できる名古屋三河道路の
建設推進に賛同する。

目的1-1-1

西知多道路～名豊道路区間を含む名古屋三河道路は、
知多地域と西三河地域を直接結ぶことで物流網の発展、交
流域の拡大、災害リスクの軽減などに寄与する重要な事業で
あると評価し、整備推進に賛成する。
都市計画の案を作成するための基本方針（案）において、
名古屋三河道路は伊勢湾岸自動車道とのダブルネットワー
クを構築し、西知多道路等と一体となって社会経済活動を
支える重要な道路とされている。こうした広域道路との一体
性をさらに高める観点から、内陸部を通過する新東名高速
道路の岡崎東インターチェンジ付近と接続が図られれば、道
路網の多重性が高まり、災害時の交通機能の維持や物流
の安定確保に資すると考える。また、岡崎東インターチェンジ
至近に立地する大型アウトレットモールや奥三河方面の観光
拠点へのアクセス向上は、交流人口の拡大や地域経済の活
性化に資するとともに、既存道路の渋滞緩和にも効果が期
待される。これらから、今回の整備区間の着実な推進とともに、
将来的に新東名高速道路の岡崎東インターチェンジ方面へ
の連続性を見据えた道路整備の方向性を明確に位置づけ
てほしい。

目的1-1-2



3

都市計画決定権者の見解（案）意見書の要旨項目番号
今後の名古屋三河道路の具体的なルートの位置、区域、
道路構造、交差する都市計画道路との接続方法などの決定
する段階においては、都市計画の概略の案（概略ルート）を
基に、道路構造の基準等に基づき、市街地からのアクセス性
を含め多様な観点からインターチェンジの接続位置を検討する
方針です。そして、今後の都市計画手続において、「都市計
画の案」としてお示ししてまいります。

知多市域のインターチェンジ検討位置を南北に通っている
一般県道大府常滑線の当該区間は、切土構造が主となって
おり歩道がない2車線道路であることから、インターチェンジの
接続道路として適当でないと考える。また、検討位置にかかる
主要地方道西尾知多線の当該区間についても、跨道橋が
架かっていること、カーブ区間で片勾配となっている区間である
ことから、インターチェンジの接続道路として適当でないと考える。
これらより、インターチェンジ検討位置より東側の、主要地方
道西尾知多線と都市計画道路八幡岡田線との交差点であ
る「深田脇交差点」辺りとする方が、知多市北部の市街地か
らのアクセスが向上すると考える。また、知多市域のインター
チェンジが市の東端となっても、名古屋三河道路は市の西端
で西知多道路と接続するため、既存の朝倉インターチェンジや、
西知多道路整備によって改修される長浦インターチェンジ、新
設されるインターチェンジからの利用は十分可能であると考える。

概略
の案1-2-1

今後の名古屋三河道路の具体的なルートの位置、区域、
道路構造、交差する都市計画道路との接続方法などの決定
する段階においては、都市計画の概略の案（概略ルート）を
基に、道路構造の基準等に基づき、周辺道路等において安
全かつ円滑な交通処理が出来るよう検討する方針です。そし
て、今後の都市計画手続において、「都市計画の案」としてお
示ししてまいります。

阿久比町草木地区における、通勤・通学の時間帯の交
通渋滞は住民の生活にとって看過できないところまで来ている。
交通渋滞を解消するため、接続する知多半島道路の交通強
化工事及び知多半島道路付近のインターチェンジへ接続する
県道や都市計画道路について片側2車線化工事を早期に
実施し、特に県道西尾知多線の阿久比インターチェンジから
草木多賀神社までの区間については先行して着工し、阿久
比町草木地区住民の安全と安心を叶えてほしい。

概略
の案1-2-2

２－１．都市計画の基本方針（案）についての意見書の要旨及び見解（案）

１（２）都市計画の概略の案について ・・・ 7件
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都市計画決定権者の見解（案）意見書の要旨項目番号
今後の名古屋三河道路の具体的なルートの位置、区域、
道路構造、交差する都市計画道路との接続方法などの決
定する段階においては、都市計画の概略の案（概略ルー
ト）を基に、生活環境（大気質、騒音、振動、日照など）
や自然環境（動植物や生態系など）への影響をできる限り
回避するよう検討する方針です。また、道路構造の基準等に
基づき、インターチェンジの接続位置及び構造についても検討
する方針です。
そして、今後の都市計画手続において、「都市計画の案」
としてお示ししてまいります。

名古屋三河道路のルート決定に際しては、民家などの既
存建物が存在する地点を避け、耕作放棄地など周辺地域
の実態を勘案し、地域の再整備につながるような地点を選定
するべきである。西知多産業道路への接続、将来的な湾岸
道路への接続、知多中学校及び長浦台団地への環境面的
配慮、高速スピード維持等の観点や、過去土地区画整理
事業仮同意率73%を考慮すると、土地収用へ反対する土
地所有者がほとんどいないと思われることから名古屋三河道
路と西知多道路との交差は西知多道路の日長インターチェン
ジ（仮称）周辺とし、ジャンクション化することを提案する。
そうすることで、西知多産業道路長浦インターチェンジから
知多半島道路阿久比インターチェンジまで片側１車線ずつし
かない主要地方道知多西尾線の渋滞緩和、国道155号の
交通量削減、ひいては地域住民への健康被害を最小限に
することにもつながると考える。

概略
の案1-2-3

２－１．都市計画の基本方針（案）についての意見書の要旨及び見解（案）

１（２）都市計画の概略の案について
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都市計画決定権者の見解（案）意見書の要旨項目番号
今後の名古屋三河道路の具体的なルートの位置、区域、
道路構造、交差する都市計画道路との接続方法などの決
定する段階においては、都市計画の概略の案（概略ルー
ト）を基に、道路構造の基準等に基づき、インターチェンジの
接続する道路等において、安全かつ円滑な交通処理が出来
るよう交差点形状を検討する方針です。そして、今後の都市
計画手続において、「都市計画の案」としてお示ししてまいりま
す。

道路整備を進めるほど、危険性の高い無信号の小交差点
と、安全性の低い信号交差点が無限に増え、その結果として
交通事故を大きく減らすことができないことと、道路混雑に伴
う旅行速度の低下により、道路整備の経済効果を相殺して
しまうという問題がある。これは規格の高い道路の側道等でも
起きており、このような失敗を繰り返さないようにすべきである。
国道366号へ平面信号交差点のインターチェンジが設置さ
れると考えられるが、名古屋三河道路の出入りに時間がかか
り、時間短縮効果を低下させるだけでなく、既存道路も混雑
し、既存道路の渋滞解消の整備効果を相殺してしまう。この
問題の解決手段として、インターチェンジに出入する交差点や
側道と既存道路の交差点では、見通しの悪い狭い十字路で
はなく、ラウンドアバウトの活用に積極的に取り組んでほしい。
また、既存道路の交通需要がラウンドアバウトの容量を超える
ようであれば、ラウンドアバウトを組み込んだ立体交差構造等
を積極的に取り入れるべきである。

概略
の案1-2-4

今後の名古屋三河道路の具体的なルートの位置、区域、
道路構造、交差する都市計画道路との接続方法などの決
定する段階においては、都市計画の概略の案（概略ルー
ト）を基に、道路構造の基準等に基づき、周辺道路等にお
いて円滑な交通処理が出来るよう検討する方針です。そして、
今後の都市計画手続において、「都市計画の案」としてお示
ししてまいります。

東浦町石浜地区について、名古屋三河道路が上に通るだ
けでなく、名古屋三河道路の下に国道366号とバイパスをつ
なぐ道路を作ってほしい。作ることができないのであれば、少し
南側へずらし鍵型の道路とするなど、つなぐことを優先してほし
い。

概略
の案1-2-5

２－１．都市計画の基本方針（案）についての意見書の要旨及び見解（案）

１（２）都市計画の概略の案について
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都市計画決定権者の見解（案）意見書の要旨項目番号
今後の名古屋三河道路の具体的なルートの位置、区域、
道路構造などの決定する段階においては、都市計画の概略
の案（概略ルート）を基に、主要な施設への影響をできる
限り回避するよう検討する方針です。

豊田自動織機やイズミ工業にルート帯がかかっているが、東
浦町には必要な企業であるため、工場敷地の面積を減らさ
ないように道路を計画してほしい。特にイズミ工業は、すでにス
ペースが空いているように見えるが、そこへ通すのではなく、もっ
と南側を通して面積を減らさないでほしい。

概略
の案1-2-6

自動運転技術は実験段階であり、道路インフラへの適用
方法が確立されていないため、現段階では計画に定めること
は難しいと考えていますが、今後事業実施段階において、こ
れらの技術が確立された場合に、適用の方向性について検
討する方針です。

「標準的な横断図」では幅員が23.5mとなっているが、未
来の見えない計画に感じる。中央分離帯部分で「自動・無
人輸送」が実装された場合、幅が狭いと思われるため、もっと
広い計画にしてはどうか。

概略
の案1-2-7

２－１．都市計画の基本方針（案）についての意見書の要旨及び見解（案）

１（２）都市計画の概略の案について
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都市計画決定権者の見解（案）意見書の要旨項目番号

今後の具体的なルートの位置や道路構造を決定する段
階において、都市計画の概略の案（概略ルート）を基に、
同時に進めている環境影響評価手続きの中で技術手法
（平成24年度版及び令和７年度版）に基づき、騒音や
振動、景観等の生活環境や自然環境等への影響をできる
限り回避するように検討する方針です。

阿久比町草木地区を通過する場合、昼夜の騒音及び振
動、昼間の日照時間、夜間の道路照明及び通行車両の
ヘッドライトが与える農作物への対策を実施してほしい。

留意
・
配慮
事項

1-3-1

半世紀前に実施された愛知県圃場整備事業により、山林
を開墾して「みどりを拓く」として整備された綺麗な、阿久比町
草木地区の田園風景や自然豊かな景観の保護と融合策を
実施してほしい。

留意
・
配慮
事項

1-3-2

石浜交差点付近では、名古屋三河道路のルート帯と川が
交差している。親水公園とするなど、殺風景な道路にならな
いようにしてほしい。

留意
・
配慮
事項

1-3-3

２－１．都市計画の基本方針（案）についての意見書の要旨及び見解（案）

１（３）留意事項・配慮事項について ・・・ 3件



8２－１．都市計画の基本方針（案）についての意見書の要旨及び見解（案）

都市計画決定権者の見解（案）意見書の要旨項目番号

用地取得範囲等、詳細な事業計画については、事業実施
段階において、事業者が設計等を行う中で具体化していくこと
となります。また、周辺開発計画に関するご意見につきましては
各市町に申し伝えてまいります。

名古屋三河道路の建設用地として土地収用をする際は、
分筆しての収用でなく、筆単位での収用としてほしい。中途
半端な面積の収用されない土地は所有者が活用しにくいた
め、民間の土地区画整理事業の立ち上げ支援をするか、道
路保守のための資材置き場等としての買取をしてほしい。

事業2-1-1

東浦町石浜地区のまちづくりに関するご意見ですので、東浦
町に申し伝えてまいります。

東浦町石浜地区の住宅地にルート帯がかかっているが、
東側は浸水想定区域の住宅地のため、全体を区画整理し
て地盤高を上げるなど、地域住民が住みやすく、住み続けら
れるまちに改善できるような道路計画としてほしい。事業2-1-2

２ その他
（１）事業等について ・・・ 2件



9２－２．基本方針の決定について

都市計画
決 定

計画段階評価
複数の計画案

詳細計画
詳細ルート
詳細構造

概略計画
ルート帯
基本構造

都市計画の案を
作成するための
基本方針

都市計画図

都市計画の
案

地域住民の
方々の

意見の反映

地域住民の
方々の

意見の反映

地域住民の
方々の

意見の反映

熟度

説明会及び縦覧を実施し、大勢の方々に基本方針（案）を見ていただき、多くの御意見をいただきました。引き続
き、これらの御意見に配意しながら都市計画の手続を進めてまいります。
今後、基本方針及び本見解を基に、刈谷市、安城市、知多市、阿久比町、東浦町とともに都市計画の案づくりに
着手してまいります。
都市計画の案の作成に当たっては、環境への影響に配慮するとともに、いただいた御意見に配意し、より良い計画に
なるよう努めてまいります。


